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研究成果の概要（和文）：　統計教育における上位目標である「知的創造力」，「情報発信力」に焦点を当て，
児童・生徒の能力構造を明らかにした。また，そこから導出される指導示唆に基づき，児童・生徒の「知的創造
力」，「情報発信力」を育成するカリキュラム及び教材を開発し，小・中・高等学校の研究協力校において授業
を実践し，開発したカリキュラム等の効果を検証した。
　「知的創造力」，「情報発信力」を育成するカリキュラム等の要件についても明らかにした。

研究成果の概要（英文）：    In this research, we have focused on students' ability for creation of 
knowledge and transmission of information, which are positioned high level target in Statistics 
Education. Structure of the ability of those have been identified. And also, Curricula and teaching 
materials have been developed for those ability based on the analysis of the structure. The effect 
of our curricula and teaching materials have proved through lesson implementations in elementary, 
junior high, and high schools.
    Prerequisite for the curricula and teaching materials for creation of knowledge and transmission
 of information have also identified.

研究分野： 数学教育学
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１．研究開始当初の背景 
中学校数学科「資料の活用」の新設などを

契機として統計教育が大変な関心を集めて
いるが，「活用」の指す具体的な内容がとら
えきれず，指導の方向付けが曖昧になってい
る。そこで本研究では，「活用」の具体像と
して，「知的創造力」，「情報発信力」に注目
する。 
「知的創造力」は，青山(2011)などで「知

の創造」として提案されているものであり，
所与の統計情報を具に読み取り，その指示内
容を理解するだけでなく，そこから導出され
得る高次の情報を作り出す能力である。例え
ば図 1 のグラフは総務庁青少年対策本部
(1999)がまとめた家庭でのテレビゲームの
プレイ時間と暴力経験に関する調査結果で
ある。 

図1：テレビゲームと暴力経験に関するグラフ 
 
このデータでは，1 日にテレビゲームで遊

ぶ時間と暴力経験の多さに明らかな相関を
見て取れる。ここで，「テレビゲームで遊ぶ
ことは粗暴な人格を形成することにつなが
る」といった類の主張がマスコミ等から発信
されたとしよう。それに対し，相関関係を認
めつつも，因果関係が立証されたわけではな
いという妥当な判断ができることが求めら
れ，古くは「統計情報にだまされない，近年
では「統計的リテラシー」(Watson 他, 2003)
などと表現され研究も進められている。なお，
より高位の反応では単に批判的に判断する
だけでなく，「テレビゲームを長時間してい
るということは家庭でのコミュニケーショ
ン等が少ないと思われ，そのような生活環境
の問題が暴力行為を引き起こしているので
はないか」と推察することができるようにな
る。知識基盤社会といわれる現代において，
所与の情報を享受するだけでなく，そこから
新たな情報・知識を生み出していける人材の
育成が求められている。このような「知的創
造力」の育成は現代の統計教育における上位
目標として設定される。 
「情報発信力」は，統計情報を分析して導

き出した自身の判断や結論を他者に向けて
効果的に発信する力である。平成 24 年度全
国学力・学習状況調査の中学校数学 Bの問題
では，長野オリンピックでのスキージャンプ
を題材に，原田選手と船木選手の記録のデー

タから，仮に次にもう 1回ずつ飛んだらどち
らがより遠くへ飛びそうか判断させる問題
が出題された(図 2)。どちらを選ぶかは問題
ではなく，その判断の仕方の妥当性で正答か
否かが判定された。 

図 2：中学校数学 Bの問題 
 
例えば原田選手の方が 135m 以上の高記録

を出していることを根拠に原田選手を選ぶ
というのは正答の一例であるが，そこから船
木の方がいいとする他者を説得する場合を
想定する。どちらもそれぞれ良い点はあるだ
けに，議論は平行線に陥ることもあるだろう。
そこで原田選手の良い点をわかりやすく相
手に伝えるために図3のようにグラフを作り
変えてみるとどうだろう。 

図3：情報発信の観点で作り変えたグラフ 
 
120m 未満では，オリンピックでは勝てない

という判断で記録を一つにまとめ，そこから
先の好記録を両者がどの程度出しているか
を強調した図 3のグラフでは，原田選手の良
さが際立つ。このような工夫は，企業が宣伝
広告を作るときなど，社会では実は当たり前
に見られるものであるが統計教育としては
取り入れられてはおらず，また「表現力」の
指導の観点からも，現状の指導をさらに一歩
推し進める活動となる。 
このような活動内容はまだほとんど実践

において見ることはできず，また研究上の関
心としても，青山(2012)などで提案されたば
かりの新規のものである。 
「知的創造力」，「情報発信力」ともに統計

教育に関する研究・実践両面において新規性
の高い能力であるが，知識基盤社会において
生きる力を育むという観点からは必要性の

家庭でのテレビゲームと暴力経験（％）
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高さは疑う余地もなく，早急な具体化と普及
が望まれる教育内容である。 
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２．研究の目的 
新教育課程においては，統計教育が充実さ

れ，今後さらにその傾向が強まると予想され
るが，どこまでを目標とするのか，児童・生
徒がどのように学んでいくのかなど明らか
にすべき問題点は山積している。そこで本研
究では，以下のことを目的とする。 
統計教育における上位目標である「知的創

造力」，「情報発信力」に焦点を当て，1)児童・
生徒の能力構造を明らかにする。さらに，そ
こから導出される指導示唆に基づき，2)児
童・生徒を上位に引き上げるカリキュラムを
開発し，効果を検証する。 

 
３．研究の方法 
本研究は，「知的創造力」，「情報発信力」

に関する能力構造の分析とそれに基づく教
材・カリキュラム提案をねらいとし，次の 3
つのフェーズで構成される。 
・これまでの統計教育に関する研究成果や教

材，実践事例を収集・評価し，「知的創造
力」，「情報発信力」を明らかにするための
研究枠組みを構築する。 

・児童・生徒を対象に「知的創造力」，「情報
発信力」に関連する課題に取り組ませ，両
能力に関する活動の諸相，構造を明らかに
する。 

・「知的創造力」，「情報発信力」育成のため
に開発した教材について，実践を通して効
果を検証し，両能力育成のためのカリキュ
ラムを提案する。 

 
４．研究成果 
知的創造力，情報発信力を規定し，これま

での研究知見に基づく，統計に関する課題群
を通じての調査結果を項目反応理論に基づ
き分析し，両能力の構造を明らかにした。 
統計教育先進国と言われるニュージーラ

ンドへの教育視察調査を延べ 3回実施し，カ
リキュラム設計理念，教員支援体制，評価手
法，具体的な教材例，教員へのインタビュー
等を行い，本研究を推進する上での様々な情
報を入手し活用した。 
知的創造力・情報発信力の育成をねらいと

する教材及びカリキュラムを開発し，研究協
力校において授業を実施した。授業中の児
童・生徒の活動の様子やワークシートへの記
述内容等を分析し，本研究において開発した
教材及びカリキュラムが効果があることが
確認された。 
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